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研究成果の概要（和文）：　本研究での最大の成果は、中国の東南沿海地域に残存する地方志･碑文･筆記の地域
史史料としての活用の途を探り、中国当該地域の近世地域史料研究の基盤を形成したことにある。
　具体的な研究成果は、①浙江の寧波･嘉興･台州地区の地方志の悉皆調査と地域史研究活用に向けた基盤整備、
②地域史の実態把握に有効な碑文史料の発掘、③筆記史料『夷堅志』の地域史研究活用に向けた基盤整備、④筆
記史料『夷堅志』をめぐる国際的共同研究の基盤形成の4つである。

研究成果の概要（英文）：  In this study, I developed how to use the local gazetteers, inscriptions 
and writings remaining in the southeast China as regional historical materials, and formed the basis
 of regional historical materials research in the early modern China.
  Specific research results are as follows. 1.I I have investigated all local gazetteers in the 
Ningbo 寧波, Jiaxing 嘉興, and Taizhou 台州 districts of Zhejiang 浙江, and developed a foundation 
for the use of those historical materials for local history research 2.I found out the inscriptions 
effective for grasping the actual condition of the regional history. 3.I developed the foundation 
for the utilization of Yijian zhi 夷堅志 for local history research. 4.I formed the basis of 
international joint research on Yijian zhi 夷堅志.

研究分野： 中国近世史研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究成果の学術的な意義は、これまで殆ど未解明であった中国基層社会の論理を如実に物語る地方志･碑文
や民間の逸話をリアルに記載した筆記史料『夷堅志』に着目し、それらの地域史研究への活用の基盤を形成でき
たことにある。
　また特に『夷堅志』については、地域史研究へ積極的な活用により、嘗ての中国地域社会における人々の生き
生きとした日常性や生活の実態、価値観などが解明される可能性があり、現代を生きる我々が日常生活を見つめ
直す上で大いに資する成果が生み出されることが予想される。ここの社会的意義を見出せる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
我が国の中国近世地域史研究は、各地域独自の歴史や文化を発掘して叙述しようとする取り

組みには、必ずしも積極的ではなかった。周知の如く、内藤湖南は、その著作『支那論』等の
中で、宋代以降の中国社会の特徴として、君主独裁制の発達という点を指摘したが、一方で、
地方文化の確立･発展という点にも言及していた。しかしその後、かかる近世観をより発展的に
継承した宮﨑市定は、近世期を中央集権的文人官僚支配の時代として捉える傾向を強めた。後
の研究者に与えたその影響は大きく、地方や地域を論題に冠した研究であっても、殆どが儒教
の素養を備えた文人官僚や文人官僚候補生とも言える知識人の視点からのみ考察されることが
多かった。そのため、文人官僚や知識人が記した地方志等の叙述は、どれも似たり寄ったりで、
それらを活用して描きうる中華帝国の地方･地域像は、どこでも同じ性質や実態しか抽出できな
いと言われてきた。我が国唯一の地方志に関する史料論的著作を含む、青山定雄の『唐宋時代
の交通と地誌地図の研究』の中でさえも、地方志は地方官が治政の参考に供するため、あるい
は自らの治績を記すために編纂したのであり、「中央集権的官僚統治の進展によって南宋時代に
地方志が盛行した」と指摘しているほどである。加えて、宮﨑の教えを受けた森正夫が 1980
年代前半に提唱した所謂「地域社会」論からの影響も少なからずあり、単なる「まとまりの場」
のモデルの構築や、そこと公的権力との関係の解明に重点を置いた事例研究が量産され、純粋
に地域独自の歴史性や地域の意味合いを追究しようとする地域史研究があらわれなかった。要
するに、「地域」を標榜していながら、地域史研究にはなっていないという、内外の研究者から
の理解を得難い側面を醸成することになってしまったのである。またもう一つの潮流として、
斯波義信らに代表される社会経済史の視点から、中国近世社会像を捉えたものもある。確かに
都市論や開発論､産業論にしろ、一定エリアの社会の実像を詳細に明らかにし得た点は評価に値
するが、依然としてその社会の実像が、如何なる現地の文化的裏付けのもとに長期的に形成さ
れてきたのかという、一定エリア独自の社会文化史的背景にまでには考察が及んでいない。 
一方国外に目を向けると、1980 年代以降の米国では、内藤湖南や青山定雄らの影響を受けた

ロバート=ハイムズなどを代表とする所謂「ローカル･エリート」に関する研究が急速に盛んと
なり、その傾向は着実に、後進に受け継がれている。しかしあくまでも「エリート」に着目し
た地域史研究であり、地方と中央権力との連関性や文人官僚支配の視点を重視したものである
という点は否めない。 
従って以上のような学術的背景からか、現行の高等学校の「世界史」の教科書を複数見ても、

宋代以降に関わる叙述は、何れも皇帝による集権政治､文治主義､江南の開発や都市経済･商工業
の発展といった記述に終始している。勿論それらは、中国近世社会像の一面を示してはいるが、
地域性を考慮せずに、地方の社会文化史的独自の展開に関する叙述を含んでいないのは、社会
の真の全体像を示したものとは言い難い。本研究は、そこに革新を起こし、中国近世社会像の
再構築を目指すために、地域史及び社会文化史研究の視点から計画されたものである。 
ところで研究代表者は、過去に受領した複数の「科学研究費補助金」により、真の中国近世

地域史研究を目指すべく、宋代以降の「祠廟」に関する記録の分析による地域社会構造の解明
を端緒として、地域史研究に不可欠な地方志や碑文の史料性と活用法の究明を目指した研究へ、
そして更には、宋～清の中国東南沿海地域における地域性と歴史性の解明に向けた研究へと発
展させてきた。その過程で、地方志や碑文の叙述には、文人官僚の意思を反映したもののみな
らず、地域の論理を如実に物語るものも含まれていること、地域独自の伝承で長期的に地方志
等に記録されたものが、筆記史料にも掲載されていることなどを発見した。特に南宋の洪邁が
編集した『夷堅志』には、彼が地方官として赴任した先が主に浙江･福建であったため、任地で
伝聞した逸話で、東南沿海地方の地方志･碑文に記録されているものが多く含まれていることに
気づいた。従って、各地の地域性の解明には、地方志･碑文に加え、筆記史料をも含めた言説の
比較検討こそが極めて効果的であると確信し、本研究を着想するに至った。 
 
２．研究の目的 
広大な中国領域内の各地域には、当然のことながら、歴史的連続性に裏付けられた地域性が

存している。例えば、中国東南沿海地域（浙江･福建）は、近年経済的な発展がめざましいが、
こうした現実を正確に認識するためには、当該地域が長期にわたって歴史的に形成してきた独
自の特質、すなわち地域性の解明が不可欠である。 
本研究の目的は、中国東南沿海地域に残存する地方志･碑文･筆記の地域史史料としての活用

の途を探り、中国近世地域史料研究の基盤を形成した上で、中国近世の当該地域における社会
像を、宋～清の地方志及び碑文と筆記史料とに見出せる長期的に伝承･受容された記録を比較分
析することにより、地域史研究の視点から、社会文化史的側面に注目して再構築することにあ
る。かかる研究を通して、当該地域が具有する独自の特質と中国及び東アジア海域で果たして
きた歴史的かつ現代的意義の解明を目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究は、研究代表者 1人と研究分担者 2人により、4年次計画で遂行される。 
初年度は、各種地方志の史料性を生成論的に解明すべく、悉皆調査に基づいた系統的分析と

序跋文の精読･解析を行う。また加えて筆記史料『夷堅志』の地域史研究活用に向けた作業にも
着手する。 



次年度は、それら作業の継続と、各種地方志に長期的に記録された叙述の抽出及び解析、叙
述の史料源を碑文と『夷堅志』等の悉皆調査により突きとめる作業を展開し、各地区の記録･
逸話の伝承過程を探る。 
３年次目は、前年度までの作業完了と成果発展を目指し、各地区の近世期における社会文化

史的独自性を探る。 
最終年度は、４年間の成果全体の総合化を図り、近世東南沿海地域の社会文化史的独自性と

中国及び東アジア海域で果たしてきた歴史的かつ現代的意義について検討する。 
 
４．研究成果 
（1）研究の主な成果 
 ① 浙江の寧波･嘉興･台州地区の地方志の悉皆調査と地域史研究活用に向けた基盤整備 

研究代表者は、中国近世沿海地域のうち、寧波･嘉興･台州地区に着目し、当地の地方志の
悉皆調査を実施し、どのような門目･内容の地方志が作成され、残存しているのかを、府･県
レベル毎に分類の上、系統的整理を行った。特に台州地区に関しては、『台州経籍志』に見
える歴代地方志の抽出及び系統的分析を、『台州地方志提要』等を参照しながら展開した。
また、各地方志の原序や清朝考証学者による跋文等も検索･蒐集し、精読･解析する作業を行
った。寧波地区の一部地方志については、史料性の解明と地域史研究活用の可能性に言及す
る成果を論文化して公表した。上記の作業を行うに当たっては、地方志に関わる電子テキス
トや、清朝考証学者の文集等の関連諸史料を新規購入し、史料検索作業の効率化などを図っ
た。加えて、地方志の史料性を探るために、総志と地方志の関連性も追究し、北宋期に作ら
れた地方志、特に「図経」の名を冠したものは、総志の一部として編纂された可能性が高い
ことが解明され、その成果を口頭発表した。 
一方2名の研究分担者も本研究課題に関連する史料性の解明に資するための研究を展開し

た。高橋亨は地方志の史料性解明に資するために、比較検討の材料としての総志編纂の背景
を探り、その成果を口頭で公にした。渡辺健哉は書誌学的成果を口頭及び論文で公表した。 

 ② 地域史の実態把握に有効な碑文史料の発掘 
  研究代表者は、碑文の史料性を探るべく、地域に建てられた奉勅碑文に刻石された列状の
分析を行い、同史料が地域の実態把握に有効であることを突きとめ、その成果を論文化して
公表した。 

 ③ 筆記史料『夷堅志』の地域史研究活用に向けた基盤整備 
  研究代表者と 2名の研究分担者は、『夷堅志』の地域史研究への活用の便をはかるための打
合せや研究作業を継続し、『夷堅志』支甲 10 巻部分の訳注稿づくりと、各逸話のキーワード・
登場人物・時期などの項目の表化作業を進展させた。表については下記のような暫定版が完
成し、訳注稿に関わる作業については、『夷堅志』支甲巻 1及び巻 2の全逸話の読解･分析を
ほぼ終えるに至った。 

 
 ※暫定版として完成させた表の最初の部分 

標題 内容関連キーワード 中心人物 地域 時期 提供者 出典 

張相公夫人 
道に迷う･幻･不倫 

･貞操観念･交通･宴 

銭履道･河中府

尹張相公 

京兆･咸陽 

･商州･虢州 
皇統年間 

 
支甲巻1 

 
  研究代表者は、『夷堅志』所収のフィクションを含む逸話を、如何に中国近世地域史研究に
活用するべきかについての成果を、中国史研究者の立場から口頭で発表した。 

2 名の研究分担者は、『夷堅志』所収の都史市関連、乃至は政治･制度史関連の逸話の比較
史的な分析に資するために、元･明時代や日本古代末期に関わる当該分野の成果を論文及び
口頭で発表した。 

 ④ 筆記史料『夷堅志』をめぐる国際的共同研究の基盤形成  
研究代表者は、筆記史料『夷堅志』に関する、欧米圏の研究者を主とする国際会議に参画

し、内外の研究者が直面している諸課題を浮き彫りにした。またその際の議論を踏まえ、同
書の史料性に関してや地域史研究の活用に向けた研究成果を学術雑誌に公表した。かくして
形成された『夷堅志』研究をめぐる国際的学術交流の潮流は、その後も継続･維持され、国
際的共同研究実施に向けた基盤が形成されている。なおそれに関連して、『夷堅志』に関す
る国際会議での成果を含む欧米圏の研究者との学術交流の意義を、英文で論文化し、今後の
『夷堅志』をめぐる国際共同研究に備えた。 
 

（2）得られた成果の国内外における位置づけとインパクト 
 ① 本研究は、これまで殆ど未解明であった中国基層社会の論理を如実に物語る地方志･碑文
や民間の逸話をリアルに記載した筆記史料『夷堅志』に着目し、それらの悉皆調査を経た上
で、叙述･刻印された過程･目的をふまえた緻密な解析を施し、新たな社会像の再構築に向け
て、中国近世東南沿海地域の独自性を社会文化史的視点から意義づけようとするものであっ
た。かかる史料論的視点を基調とした研究が内外にわたり極めて乏しい情況にあった点に鑑



みれば、ここに本研究の特色が見られる。 
② 本研究では、地方志･碑文の何度も重修されるという特質や、筆記の後世に選集化され
受容されるという性質を活かし、長期的かつ悉皆的に調査･分析を行い、系統的な整理を試
みようとしたものであった。従って、地方志･碑文･筆記の史料性が明らかにされるのみなら
ず、中国東南沿海地域のどの地区に、如何なる史料が、どれだけ残されたのか、どのような
記録や逸話が長期的に伝承されてきたのかが解明され、当該地域の近世中国における社会文
化史的側面に関わる独自性･歴史性が抽出される可能性が高まった。そうした研究の基盤が
形成された点に本研究の独創性が認められる。 
③ 本研究では、地方志･碑文に加え、筆記史料『夷堅志』を中国近世地域史研究に有効活
用するための新たな道筋を開拓することにもなった。当該史料有効活用の便宜を内外の研究
者にはかれる成果の一部を生み出せたという点で、インパクトのある意義を有す。 

 
（3）今後の展望 

① 上記（1）①で述べた地方志分析に関する成果の中には、未公表のものも多い。順次、
学会での口頭発表や論文で公表していく予定である。 
② 上記（1）③④で述べた筆記史料『夷堅志』に関しては、よりインパクトのある成果を
内外に示せる感触が得られた。そのため研究代表者は、今回の研究分担者 2名を含むより大
きな研究体制による基盤研究（B）「南宋･洪邁『夷堅志』の史的研究活用に向けた史料性及
び全容の解明と情報ツールの構築」を、2019 年度から 4年間にわたって展開することになっ
た。この研究により、同書の史料性及び全容の解明と、中国近世地域史研究への活用の便を
はかるための情報ツールの構築が進展するのみならず、嘗ての中国地域社会における人々の
生き生きとした日常性や生活の実態、価値観などが解明され、現代を生きる我々が日常生活
を見つめ直す上で、大いに役に立つ成果が生み出される可能性がある。 
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